
1

「
盧
溝
橋
事
件
」
を
端
緒
に
「
日
中
戦
争
」

増

山

雄

三

私

が

生

ま

れ

る

五

ケ

月

前

の

、

昭

和

十

二

年

（

一

九

三

七

年

）

七

月

七

日

夜

、

北

京

郊

外

に

駐

屯

し

て

い

た

、

豊

台

第

八

中

隊

が

夜

間

演

習

中

、

盧

溝

橋

付

近

で

銃

撃

を

受

け

、

こ

れ

を

き

っ

か

け

に

起

き

た

、

日

中

両

国

の

衝

突

は

「

盧

溝

橋

事

件

」

と

呼

ば

れ

、

こ

れ

が

日

中

戦

争

へ

と

繋

が

っ

て

い

っ

た

。

日

本

側

は

、

当

初

こ

れ

を

「

北

支

事

変

」

と

称

し

て

、

局

地

解

決

し

よ

と

し

た

が

、

一

撃

で

膺

懲

す

る

た

め

増

派

せ

よ

と

い

う

拡

大

論

が

、

政

府

や

軍

部

そ

れ

に

マ

ス

コ

ミ

を

リ

ー

ド

し

て

い

き

、

ず

る

ず

る

と

全

面

戦

争

へ

進

ん

で

い

っ

た

。

杉

山

陸

相

な

ど

は

、

一

か

月

で

片

が

つ

く

と

い

っ

て

い

た

が

、

そ

れ

は

中

國

の

抗

戦

力

を

見

誤

っ

て

い

た

事

が

分

り

、

日

本

は

華

北

派

兵

声

明

に

よ

り

、

朝

鮮

や

満

州

か

ら

送

り

込

ん

だ

部

隊

に

加

え

、

日

本

か

ら

増

派

し

た

一

個

師

団

で

、

北

京

や

天

津

一

帯

を

、
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一

挙

に

制

圧

し

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

し

か

し

、

そ

も

そ

も

日

中

両

国

は

、

明

確

な

戦

略

的

目

標

を

持

っ

て

、

戦

争

を

始

め

た

訳

で

は

な

く

、

盧

溝

橋

事

件

発

生

当

時

の

日

本

は

、

対

ソ

防

衛

の

懸

念

が

あ

っ

た

の

で

、

そ

の

最

中

に

中

国

と

戦

争

す

る

事

に

は

、

慎

重

な

意

見

も

強

か

っ

た

。

一

方

、

中

国

側

も

当

初

は

、

対

日

防

衛

力

強

化

へ

の

時

間

稼

ぎ

を

し

よ

う

と

し

て

い

て

、

日

本

と

の

戦

争

を

考

え

て

い

た

訳

で

は

な

く

、

盧

溝

橋

付

近

で

衝

突

が

起

っ

た

段

階

で

は

、

両

軍

と

も

事

態

を

局

地

的

に

解

決

し

よ

う

、

と

考

え

て

い

た

。

そ

れ

で

も

、

即

時

抗

戦

を

主

張

す

る

中

国

共

産

党

と

、

和

平

に

な

お

賭

け

て

い

た

国

民

党

政

府

の

蒋

介

石

も

、

遂

に

和

平

は

絶

望

的

で

抗

戦

は

避

け

ら

れ

な

い

と

表

明

し

、

折

悪

し

く

、

上

海

で

大

山

中

尉

の

射

殺

事

件

が

起

こ

る

や

、

日

本

は

上

海

に

続

々

と

部

隊

を

投

入

し

た

た

め

、

遂

に

、

交

戦

状

態

に

突

入

し

、

「

第

二

次

上

海

事

変

」

を

起

こ

す

に

至

っ

た

。

こ

う

し

て

、

事

態

が

拡

大

し

て

い

っ

た

要

因

は

、

日

本

軍

と

対

峙

し

て

い

た

中

国

の

現

地

軍

の

動

向

も
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大

き

か

っ

た

よ

う

で

、

国

民

政

府

は

「

自

衛

抵

抗

声

明

書

」

を

発

表

し

、

中

国

共

産

党

も

「

抗

日

救

国

十

大

綱

領

」

を

提

起

し

、

こ

れ

に

対

し

日

本

も

、

戦

争

宣

言

と

い

う

べ

き

「

盧

溝

橋

事

件

に

関

す

る

政

府

声

明

」

を

発

表

し

、

遂

に

全

面

戦

争

へ

と

踏

み

き

り

、

当

初

は

北

支

事

変

と

し

て

い

た

呼

称

を

、

「

支

那

事

変

」

と

改

め

た

の

で

あ

る

。

他

方

で

、

ソ

連

は

国

民

政

府

と

「

中

ソ

不

可

侵

条

約

」

を

結

ん

で

、

武

器

や

弾

薬

の

援

助

に

乗

り

出

す

が

、

米

英

の

日

本

に

対

す

る

態

度

は

、

極

め

て

宥

和

的

だ

っ

た

も

の

の

、

こ

の

間

、

国

共

間

の

合

作

態

勢

は

急

速

に

進

み

、

華

北

の

紅

軍

は

国

民

革

命

軍

の

八

路

軍

に

改

編

さ

れ

、

前

線

に

も

出

動

し

た

。

そ

の

中

で

、

い

ま

、

台

湾

が

保

管

す

る

蒋

介

石

文

書

や

日

記

が

、

近

年

相

次

い

で

公

開

さ

れ

、

日

中

戦

争

の

研

究

に

役

立

っ

て

い

る

が

、

特

に

、

蒋

介

石

が

軍

隊

を

動

か

す

た

め

に

出

し

た

、

電

報

や

受

け

取

っ

た

文

書

が

、

ほ

ぼ

全

て

残

さ

れ

て

い

る

事

だ

。

そ

れ

ら

の

史

料

の

解

読

が

進

む

に

つ

れ

、

中

国

側

の

動

向

が

明

ら

か

に

な

り

、

例

え

ば

、

宋

哲

元

が

率
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い

た

現

地

軍

で

あ

る

、

第

二

十

九

軍

の

動

き

が

分

っ

て

き

て

、

宋

と

蒋

介

石

と

の

信

頼

関

係

は

強

固

で

は

な

く

、

盧

溝

橋

事

件

で

も

、

宋

は

日

本

に

対

抗

す

る

た

め

の

援

軍

を

、

蒋

介

石

が

送

っ

て

く

る

か

ど

う

か

の

確

信

が

持

て

ず

、

日

本

と

の

和

平

を

天

秤

に

か

け

つ

つ

、

状

況

を

見

守

っ

て

い

た

よ

う

だ

。

第

二

十

九

軍

の

高

官

の

中

で

も

、

事

態

不

拡

大

の

た

め

に

、

日

本

と

の

交

渉

を

主

張

す

る

者

と

、

強

硬

に

抗

日

を

主

張

す

る

者

と

に

分

れ

、

一

貫

し

た

方

針

に

立

て

る

事

が

難

し

い

状

態

で

、

し

か

も

、

前

線

の

部

隊

は

抗

日

意

識

が

強

く

、

小

規

模

の

攻

撃

を

、

繰

り

返

し

行

っ

て

い

た

状

況

に

あ

っ

た

。

そ

の

背

景

に

は

、

日

本

が

華

北

地

方

へ

の

勢

力

拡

大

を

図

る

た

め

行

な

っ

た

、

華

北

分

離

工

作

以

降

、

華

北

の

民

衆

全

体

に

敵

愾

心

が

高

ま

っ

て

い

っ

て

、

そ

れ

が

、

全

国

的

な

抗

日

意

識

に

繋

が

っ

て

い

っ

た

の

で

は

な

い

か

、

と

思

は

れ

る

。

と

こ

ろ

で

、

当

時

、

日

本

の

近

衛

文

麿

内

閣

は

、

軍

部

の

圧

力

に

屈

し

て

、

当

初

の

戦

争

不

拡

大

方

針

を

変

更

し

、

兵

力

を

増

派

し

て

戦

線

を

拡

大

し

て

い
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っ

た

が

、

そ

れ

は

、

武

力

で

制

圧

す

れ

ば

、

中

国

は

屈

服

す

る

と

い

う

見

方

が

強

か

っ

た

か

ら

だ

。

日

中

が

全

面

戦

争

と

な

っ

た

、

第

二

次

上

海

事

変

に

つ

い

て

も

、

日

本

側

が

一

方

的

に

攻

撃

を

仕

掛

け

た

、

と

い

う

見

方

は

近

年

、

学

術

レ

ベ

ル

で

は

改

め

ら

れ

て

い

て

、

そ

れ

は

、

蒋

介

石

は

上

海

で

の

戦

闘

に

積

極

的

で

、

日

本

と

戦

う

た

め

、

精

鋭

部

隊

を

上

海

に

動

員

し

、

決

戦

に

備

え

て

い

た

の

だ

。

蒋

介

石

の

狙

い

は

、

日

本

軍

の

手

薄

な

上

海

で

、

速

戦

即

決

で

勝

利

し

た

上

で

、

好

条

件

で

日

本

側

と

講

和

し

よ

う

と

目

論

ん

で

い

た

た

め

、

日

本

軍

は

こ

の

緒

戦

で

、

苦

戦

を

強

い

ら

れ

る

事

に

な

っ

た

。

そ

れ

で

も

、

そ

の

後

、

日

本

軍

の

増

援

が

到

着

す

る

と

、

中

国

軍

は

徐

々

に

後

退

を

迫

ら

れ

、

南

京

へ

退

却

す

る

事

に

な

る

が

、

従

来

は

、

中

国

側

は

止

む

に

や

ま

れ

ず

抗

戦

し

た

と

い

う

、

受

動

的

な

も

の

だ

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

た

が

、

実

は

、

中

国

の

戦

略

的

な

取

組

に

、

日

本

は

翻

弄

さ

れ

て

い

た

の

だ

。

そ

の

後

、

日

本

側

も

戦

い

を

継

続

し

た

た

め

、

戦

線

は

だ

ん

だ

ん

拡

大

し

、

日

本

は

戦

争

の

目

的

だ

け
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で

な

く

、

終

結

構

想

も

持

っ

て

い

な

か

っ

た

た

め

、

新

し

い

事

態

が

発

生

す

る

た

び

に

、

常

に

場

当

た

り

的

な

、

対

症

療

法

的

対

応

を

行

な

う

だ

け

で

、

そ

の

上

、

か

ね

て

よ

り

中

国

を

蔑

視

し

て

い

た

事

も

あ

っ

て

、

こ

う

し

た

、

泥

沼

に

は

ま

り

込

ん

む

よ

う

な

、

戦

争

に

な

っ

て

い

た

と

思

は

れ

る

。

一

方

、

こ

う

し

た

日

中

戦

争

の

勃

発

に

つ

い

て

、

中

国

近

現

代

史

研

究

家

の

広

中

一

成

氏

は

、

太

平

洋

戦

争

が

始

ま

っ

た

一

九

四

一

年

以

降

を

、

「

後

期

日

中

戦

争

」

と

位

置

付

け

分

析

し

て

い

る

。

そ

の

分

析

に

よ

れ

ば

、

太

平

洋

戦

争

が

始

ま

っ

て

く

る

と

、

中

国

戦

線

は

、

太

平

洋

地

域

に

拡

大

し

て

い

っ

た

戦

線

の

一

角

に

な

り

、

こ

の

戦

線

の

拡

大

に

伴

っ

て

、

中

国

大

陸

に

い

た

陸

軍

部

隊

が

、

南

方

に

引

き

抜

か

れ

て

行

っ

た

こ

と

で

、

日

中

戦

争

が

太

平

洋

戦

争

で

の

戦

局

変

化

に

、

大

き

く

引

っ

張

ら

れ

て

い

っ

た

、

と

分

析

結

果

を

紹

介

し

て

い

る

。

中

で

も

、

太

平

洋

戦

争

で

始

ま

っ

た

、

香

港

攻

略

を

支

援

す

る

た

め

、

四

一

年

十

二

月

か

ら

翌

年

一

月

ま

で

行

わ

れ

た

、

第

二

次

長

沙

作

戦

で

、

日

本

軍

は
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大

敗

北

を

蒙

っ

て

「

負

け

戦

」

と

な

っ

て

し

ま

い

、

数

多

く

の

死

傷

者

を

出

す

こ

と

に

な

っ

た

。

ま

た

、

日

本

本

土

空

襲

を

阻

止

す

る

た

め

、

敵

の

航

空

基

地

の

占

領

な

ど

を

目

的

に

、

戦

争

末

期

に

実

施

さ

れ

た

の

が

、

「

大

陸

打

通

作

戦

」

と

い

う

も

の

で

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

基

地

は

占

領

で

き

た

が

、

十

分

な

補

給

の

な

い

状

態

で

戦

い

を

強

い

ら

れ

た

。

こ

れ

も

ま

た

、

多

く

の

死

傷

者

を

出

し

た

が

、

広

中

氏

が

言

う

の

は

、

「

こ

れ

ら

の

戦

い

な

ど

も

、

十

分

に

明

ら

か

に

さ

れ

て

こ

な

か

っ

た

。

そ

れ

で

も

、

日

中

戦

争

史

の

空

白

部

分

を

、

あ

る

程

度

埋

め

る

事

が

出

来

た

。

そ

し

て

、

双

方

に

多

く

の

被

害

を

与

え

た

、

日

中

戦

争

だ

っ

た

と

い

っ

て

も

、

ア

ジ

ア

太

平

洋

戦

争

は

、

よ

く

検

証

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

だ

」

と

述

べ

て

い

る

。

私

も

、

小

学

三

年

生

だ

っ

た

、

昭

和

二

十

年

（

一

九

四

五

年

）

八

月

一

日

の

深

夜

、

中

国

か

ら

水

戸

へ

飛

来

し

た

、

Ｂ

二

十

九

に

よ

る

焼

夷

弾

空

襲

で

、

逃

惑

っ

た

こ

と

を

忘

れ

る

事

は

で

き

な

い

。

令

和

三

年

十

一

月


